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　　　　　　で行い、その後は
１分間に5mL程度の速さで輸血
する（成人の場合）。

副作用を発症することがあるので、輸血中
及び輸血終了後も適宜観察を続けて早期
発見に努めてください。

種類

左右に

　　　　　　　　　　　完全に融解していることを目視及び触感等で
　　確認し、不溶物が認められる場合は使用しない。
３. 融解後は直ちに使用する。直ちに使用できない場合は、2～6℃で
　　保存し、融解後24時間以内に使用する。
4. 本剤の温度が融解温度に達していない場合は、沈殿（クリオプレシピ
　テート）が析出し、フィルターの目詰まりを起こすことがある。融解時
　は温度管理を厳重に行い、完全に融解させる。

輸血セットのクレ
ンメを閉じた状
態で、ろ過筒（ろ
過網のある部分）
を指でゆっくり押
しつぶして離し、
ろ過筒内に血液
を満たします。

の開封タイプ


